
お
い
し

い

ね
！ 藤田 保育所の園児と、緑風園のおじ

いちゃんおばあ ちゃんたちとの、サツ
マイモの収穫を 祝う交歓会が開かれま

した。５月にい っしょに植えた苗が大

きなサツマイモになりまし た。こ れま

で大事に育ててく れたお礼にと、園児

たちから手作りプレゼント やお遊戯の

披露、収穫したサツマイモを一緒にお
いしくいただきました。

２　 ０　 ０　 ３
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長年にわたる活動を称え

8名の方々を表彰

国

見

町

表

彰

式

平

成
十

五
年
度
国
見
町
表
彰
式
は

、
十
一
月
十
九
日
挙

行
さ
れ
、
国
見
町
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
八
名
の
方
々

が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

冨

永
町
長

は
「
献
身
的
な
ご
努
力
と
普
段
の
ご
労
苦

、

そ
し
て

活
動

を
支
え
て

い
た
だ

い
た
ご
家
族
に

、
心

か
ら

敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
豊
か
な
識
見

と
経
験
を
も
っ
て

、
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
、
一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

瀬
戸
明
人
県

北
地

方
振
興
局
長
や
佐
藤
忠
美
議
長
が
祝

辞
を
述

べ
た
後
、
受

賞
者
を
代

表
し
て
近
野
富
多
さ
ん
が

「
こ
の
感

激
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
国
見
町
の
限
り
な

い

発
展

を
願
い
、
微
力

を
捧
げ
る
所
存
で

す
。
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し

た
。

町
の

表
彰

は
、
昭
和
四
十
二

年
以

来
、
町
の
発
展
と
町

民

福
祉

の
向

上
に

貢
献

さ
れ

、
顕
著

な

功
績

の
あ
っ

た

方

々
を
永

く
顕
彰

す
る
た
め
毎

年
行

わ
れ
て

い
ま
す
。



晴

れ
の
受

賞

者

特
別
功
労
表
彰

近

野
富

多

さ
ん

（
消

防
防

災

）

消

防
団
分

団

妊
と
し

て

防
火

思

想

の
普

及
、

団
Ｈ

の
資
質

向

上

を
図

り
地

域

住
民

の
生

活

安

定

に

貞
献

さ

れ
ま
し

た

。

〔
勲

六
等

瑞
宝

嗔
〕

功
労
表
彰

渡
邊
和
子
さ
ん
（
納
税
振
興
）

山
崎
宮
舘
納
税
組
合
長
と
し

て
納
期
内
の
完
納
、
納
税
意
識

の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
、

中
山
　
貢
さ
ん
（
納
税
振
興
）

築
館
納
税
組
合
長
と
し
て
納

期
内
の
完
納
。
納
税
意
識
の
鳥

揚
に
貞
献
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
安
夫
さ
ん
（
消
防
防
災
）

消
防
間
貝
と
し
て
防
火
思
想

の
普
及
、
団
貝
の
資
質
向
ｈ

を

回
り
地
域
住
民
の
生
活
安
定
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
、

阿
部
　
功
さ
ん
（
保
健
衛
生
）

生
活
環
境
推
進
貝
と
し
て
ご

み
の
減
量
化
を
は
じ
め
生
活
環

境
の
向
ヒ
に
責
献
さ
れ
ま
し
た
、

佐
久
間
誠
介
さ
ん
（
保
健
衛
生
）

生
活
環
境
推
進
Ｕ
と
し
て

ご

み
の
減
量
化
を
は
じ
め
生
活
環

境
の
向
ｈ

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
洋
一
さ
ん
（
教
育
振
興
）

国
見
町
梁
川
町
大
技
小
学
校

組
合
教
育
委
貝
会
委
員
長
と
し

て
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
な

法
井
八
央
さ
ん
（
文
化
財
保
護
）

町
文
化
財
保
護
審
巌
会
委
貝

と
し
て
、
本
町
の
文
化
財
の
保

護
・
保
存
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭日単光章に輝く

叙勲の栄杵菊池利雄さん

町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
、
菊
池

利
雄
さ
ん
（
石
母
Ⅲ
西

）
が
旭
日
叺
光

章
を
受
卓
し
ま
し
た
。
卜

。
月
十
日
東

京
に
お
い
て
、
勲
な
と
勲
記
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

菊
池

さ
ん
は
長
年
に

わ
た
り

郷
土

史
研
究
に
携
わ
り
、
国
見
町
史
の
編
纂
、

阿
津
賀
志
山
防
塁
の
保
存
、
桑
折
・
伊

違
両
町
の
文
化
財
保
護

審
議
会
委

貝

や
県
文
化
財
傑
護
指
導
委

員
と

し
て

帆
広
く
活
躍
さ
れ
、
地
城
の
文
化
財
保

護
・
保
存
に
多
人
な
貢
献
を
し
た
功
績

に
よ
る
も
の
で
す
。

菊
池
さ
ん
は
「
大
変
名
誉
な
勲
嗔
を

い
た
だ
き
実
感
が
湧
か
ず
、
大
変
恐
縮

し
て
い
る
」
と
、
謙
遜
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
町
史
な
ど
執
筆
し
て
き
た
が
、
ワ
ー
プ

ロ
と
に
ら
め
っ
こ
。
最
後
に
ま
と
め
上
げ

る
の
が
人
変
で
す
ご
と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

去る11月11日 に開 催さ れた福島県 統計大

会の席上、本町統計調査員の 菊池 靖治さん

（石毋田 西）が、県 統計協会名 誉会長であ

る福島県 知事から表彰を受けました。

菊池さ んは、

長年にわたり、

商 業 統 計 調査

や 事 業 所 企業

統 計 調 査員 と

し て 活 躍さ れ

た 功 績 が 認め

ら れ て の受 賞

です。

各 種表彰受賞

お めでとうござい ます

10月31日に開催された福島県社会福祉大

会では、民生委員・児童委員の三 瓶茂さん 、

武田勲さん、吉田稔さんの3名へ､ 福島県知

事からの感謝状が贈呈さ れまし た。

3名 は、町 民

生 委員・児童委

員と し て 長 年

に わ た り 尽 力

さ れ た 事 績 に

よるものです。



藤田小学校

10月26日

創 立130周年 を 迎え た 藤田 小｡６年生 の 創 作 劇｢

藤田小の 歴史｣では､｢歴史を 分かり やすく伝えよ

う｣をテーマに､昔の 校舎の スラ イド紹介などが 行

われ､劇を通して､戦 時中の 学校生活を表現しまし

た｡ ３年生 は 民話を 語り 継ぐ 大切さ を 劇に した、｢

か みそ りぎ つね｣に挑 戦､会 場の大 きな 拍手 を 浴

び まし た｡ ５年生は 地区音 楽祭出 場のた めに練習

を重ねた素隋らしい 合唱･合奏を披露しました。

小坂小学校

11月８日

総合的な学習で学んだことを

盛り込んでの学習発表会。3年生

は動物の鳴き声が日本語と英語

で異なることを学び、英語劇｢大

きなかぶ｣を演じました。秋の収

穫でさつまいもがいっぱいとれ

たお祝いを表現した2年生の｢ お

まつりワッショイ 冂 では、元気

によさこいを踊りました。6年生

は､歴史のまちである国見町の平

安時代を描いた｢ 過去。現在、そ

して未来へ｣｡｢自分たちの未来は

自分たちで切り拓こう｣という思

いを込めて演じました。

森江野小学校

11月２日

4年生のプレゼンテーション、「川について調べ

たこと」では、3つのグループに 分かれ、国見町を

流れる川について調べ、クイズを交えて発表し ま

し た。1年生の「サラダでげんき」では国語で学習

し たことを 劇に、1年生9人が工夫を凝らして精一

杯演じ まし た。4、5年生の合奏 「黄河紀行」は地

区音楽祭に参加 するため、連日一生懸命練習した

もので 、迫力のある演奏とな りまし た。

習 発 表 会 ～

んなで創り上げた



み ん な で 考 え ､  み

～各学校で学

大木戸小学校

10月19日

「あつかしフ ェスティバル」という名が付けられ

ています｡６年生は最後の 発表の場｡ 太宰治の名作

を劇にした 「走れメロ ス」では、心の葛藤を 表現

するた め、６年 生全員 が心をひとつ にして演じ ま

した｡４、５年生の 合奏は「エーデルワイ ス」「世界

にひとつだけ の花」と 花にまつ わる ２曲を演奏､２

学年併せて22名の、きれい な音色が会場を包みま

した。

県北中学校

10月25日

今年 の県 北中 柏葉 祭は「改革

だ ！県 北中に 新たな 風を 巻き起

こ せ！」をテーマに。ステージ発

表では英語弁論スピ ーチ､長崎県

国 見町訪問の報告、英語劇、未成

年の主張が行われまし た。 また、

職場体験 学習を 行った ２年 生に

よる珸別の発表や､合唱コンクー

ル 優勝クラ スの発 表も行 われま

した。

校舎多目 的ホールには､ 各学年

の 総合的な 学習で 取り組ん だ成

果が展示さ れまし た。

恒 例の生徒 会新|日役員の 引継

ぎにより柏葉祭は閉幕し ました。

大枝小学校

10月19日

2年生｢がんばｎ ！体そう日 本｣ではフラフープ

やマット運動、跳び箱、縄跳びと、10名がステー

ジいっぱい に元気に飛び回りました｡5年生の｢大

枝子供太鼓｣ は、総合学習で 学んだ昔から伝わる

太鼓に取り組み､地元保存会の方々からの指導の

成果を披露しまし た。4年生は。剣舞｢ 白虎隊｣

を演じまし た。慣れない 着物やはかま､木刀を手

に16人の剣士の舞 が披露さ れました。



1 ０

月
の

グ
ラ

ビ
ア

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
状

人
権
擁
護
委
員
に
鈴
木
牛
ヌ
さ
ん
一一一
川

内
イ

梅
津
幸
夫
さ
ん

一
宮
東
’一

が
再

任

さ
れ

、
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
人

権
擁
護
委
員
は
町
議
会
の
同
意
の

も
と

、

法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
に
か
か

わ
る
悩
み
や

心
配
ご
と
の

相
談
を
行

っ

て
い

ま
す
。

鈴
木

キ
ヌ
さ
ん
ｇ
（
５
７
７
）
5
2
1
0

梅
津

幸
夫
さ
ん

‥`（
５
８
５
）
5
8
1
6

大
盛
況
！
藤
田
っ
子
バ
ザ
ー

道
路
愛
護
作
業

10月10日 、司土木建設業協会会員36名によ

る 。道路愛讃作業が行われまし た。上 野台総

合 運動公園 周辺や 徳江大橋 の道路 の除草 や

側溝の清掃作芙を実施し まし た。作業さ れた

皆さん 。本当にお疲れ様でし た。

藤田小学校創立130周年記念「藤田 つ

子 バザー」が行われ まし た。品 物はＰ

Ｔ Ａが持ち寄り 、益金は 飼青小 屋新築

の 材料 代となり ます｡ ５回目 を数 える

バザーも 盛況 、り っはな 飼育小 屋も完

成し まし た｡

今年も駆け抜けた
ミッレミリア2003

往
年
の
名
崋
１
０
０
台
余
り

が
ご
フ
年
も
秋
の
小
坂
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。
ラ

ー
フ
エ

ス
タ

’
ミ
ツ
レ
ミ
リ
ア
2
0
0
3

は
往

年
の
名
車
の

祭
典
。
1
9
2
0

～
６
０

年
代
の
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
は

軽
快
な
エ
ン

ジ
ン

音
を
残
し
て

。
小
坂
峠
を
登
り
ま
す
。

最　優　秀　賞
税に関する

作品コンクール

悦 に ういてのjl!解

と心識高揚をμ|るため.｢

税に関ずる 作品コン

ター･ﾚ｣を例年実施して

います 今年は､l:=の部に|!17

点､棟謡の部に169点

の応募があ1】.次の方々

か人選されましたｰ

一慳餓鬯さえ 冨塚綾子さ八 八巻彩乃さん

｢税金は　未来と社会を築くもの｣
1尹 滕 卸1 二さ人

◆
書
の
部

▽
最
優

秀
甞
（
福

島
税

務
署
艮

貢

）

＝
八

巻
彩

乃

（
廊
田
小

）

冨

塚
綾

子
（
小
坂

小

）
一
竦

織

懋
（
小

坂
小

）

▽
国

見

町

長

貫

卜
佐

藤

真

紀

（
県
北

中

）
蓬
田

起
代
子
（

県

北

中

）
佐
藤

美
帆

（
小
坂

小

）

▽

県
北

地

方

振

興

局

長

貨

卜

佐

久
間

英
之

（
藤
田

小

）

◆
標
語
の

部

▽
酘
優

秀
賞
（

福
島
税

務
署

長

賞

）

Ｈ
伊
藤

知
仁

（
藤
田

小
）

▽
国

見

町

長

盲

目
松

浦

礼

佳

（
檗
北

中

）
松
浦

竜

一
（
県

北

中
）
石

幡

圭
一
郎
（
藤
田

小
）
大

津
　

葵
（

藤
田

小

）
亀

山
思

里

（
藤
田

小

）

▽

県

北

地
万

振

興

局

良

賞

Ｕ

蓬
田
起

代
子

（
県

北
中

）



地
域
安
全
を
守
る

地域安全キ ャラ バン隊 が訪れ ．地域住民によ

る安全活動の重要 性．犯罪の未然防止のため自

主防 犯意識の高揚を 訴え まし た. 八島仁国見网

防犯指導隊長が地域安全メッ セージを読 み上げ ．

伝達し まし た，

鹿島神社例大祭
神輿と山 車が激しくぶつ かリ 合う町の 代表的

な 祭､ 鹿島神社例大察が10月19･20 日行われまし

た一日中は露店が骭を並べ山車が練り歩きます｡

神輿が神社に 戻る20日 夜になると 祭は 摺高潮を

迎え ま寸ﾕ 福島の国見町です　よろしく

交流を続けている「仙台･国見,おたから研究会」

と共同で 囗山台市青粟区国見にある 東北文化学園

大学文化祭で 。国見叨の米やく だものなどの紹介

をし まし た｡

塚野目
ロードレース

1
0月
1
9日

、
塚
野
目
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会

二
河
地
敏
裕

会
長
一一
が
主
催
す
る
．
第
1
4回
塚
野
目
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
．６

部
門
に
約
１
３
０

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健

脚
を
競
い

ま
し
に

．
秋
空
の
も
と
．
沿

道
か
ら
の
声
援

を
受
け
て

ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
す
『
．

４
最
優
秀
貧松

浦
英
夫
さ
ん
「
三
献
の
懾
」

義経まつり

フォトコンテスト

ま

ち
づ
く
・
り
推

進
協

議

会

が
Ｌ

催

す

る
「
義

粁

ま
っ
り

フ
ォ
ト
コ

ン

テ

ス
ト

」
に
お

い
て

１

１
６
・
点

の
応
募

作
品

の

巾

か

ら
晨

優

秀

賞
｛
国

腿

町

輿

賞

｝
に
松

浦

促

人

さ

ん
｛
駅

前

必
「
．
．．

献

の
儀
」
が
、
優

秀
賞

に

は

松

浦

常

忠

さ

ん
（
柵

島

巾

）
と
、
伊

藤

新

．

さ
ん
（
伊

達
町

’一
が
選

ば

れ

ま

し

た

凵
Ｕ

２
日

の
衣

杉

式

に
お

い
て

、

人

杉

状

と
記

念

品

が

川

ら
れ
ま
し
た

４

優
秀

賞
　

伊
藤
新

一
さ
ん

「
想

い
を
よ

せ
て

」

卜
優

秀
賞
　

松

鴻
驚
忠
さ

ん

「

一
度
乗

っ
て

み
た

か
っ
た

…

」



国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

平
成
十
一
年

度
に

一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に

販
売

を
進

め
、
既
に

Ｉ
〇
二
区

画
を
分

譲
、
残

り
六
十
区

画
と

な
り
ま
し
た

。

厳
し
い
経
済
状
況
の

も
と

、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
七
十
五
世
帯
二
六
〇
人
を
超
え
る
方
々

が
移
住

さ
れ

、
半
数
以
上

が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進

し
て
お
り
ま
す
。
「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の

も
と
、
し
っ
か
り
造

っ
た

も
の
だ
か
ら
、
安
心

さ
ら
に
格

安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ

め
多
く
の

皆
様
に
信
頼

・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
、．Ｊ
り
ま
す
。

現
在
六
十
区
画
が
あ
り
、
先
着
順

に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建

築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定

さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是

非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

60区画分譲中

国見町企画財政課
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

５８５－２９２７

支払条件大幅緩和
契 約時 に１割 、 残 り は３年 以 内 の 分 割納 入

が可 能に!

借 り入 れ に よる 一 括支 払 の 場合 は３年間 の

利子 補給制 度新 設

(1 千万円を限度に､２％について３年間利子補給)

ll･ﾄﾞ水道完備

お釦 や寸叫 】りjlll以

71卜: ㈱ 七卜川

隰 万のない蜴 と祕

憩いの緑地公崗.|力所

出 悦稍 川贍収gで肋

小
さ
な
天
才
た
ち

「
静
物
固
」

県
北
中
二
年

松
浦
亜
沙
子
さ
ん

「
自
圃
像
」

県
北
中
三
年

佐
藤
知
彦
さ
ん

編
集

発
行

国
　
見
　

町

〒

９

６
９

１
１

７

９

２

福

島

県

伊

達

郡

国

見

町

大

字

藤

田

字

一
丁

田

二

、
２

の
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
４
’
５
８
５

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
２
４
１
５
８
５
ｒ
２
1

８
1
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